
いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ夏・冬
休
み
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

福
岡
県
北
九
州
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
北
九
州
ラ
イ
フ
ア
ゲ
イ
ン

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

大
切
と
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

　

福
岡
県
北
九
州
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー

ド
バ
ン
ク
北
九
州
ラ
イ
フ
ア
ゲ
イ
ン
は
、「
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
大
切
と
さ
れ
る
社
会
」
の
実
現
を

目
指
し
、
平
成
25
年
3
月
に
市
内
初
の
フ
ー
ド
バ
ン

ク
団
体
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
。
令
和
３
年
３

月
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

　

主
な
活
動
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
は
じ
め
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
地
域
子
ど
も
支
援
事

業
、
食
の
災
害
支
援
事
業
の
4
事
業
を
柱
と
し
て
い

る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
に
潜
在
す
る
支
援
が

必
要
な
子
育
て
世
帯
を
掘
り
起
こ
し
、
食
料
支
援
を

き
っ
か
け
に
包
括
的
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
子
ど
も
支
援
事
業
で
は
、
子
ど
も
食

堂
を
2
カ
所
運
営
す
る
と
と
も
に
、
要
支
援
世
帯
に

寄
り
添
い
な
が
ら
家
族
的
な
機
能
を
有
す
る
子
ど
も

食
堂
を
市
内
全
域
に
広
げ
る
普
及
活
動
の
ほ
か
、
子

ど
も
た
ち
の
自
尊
心
や
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目

的
に
学
習
支
援
を
は
じ
め
、
自
然
体
験
や
仕
事
体
験

の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

食
料
支
援
の
拡
大
に
取
り
組
む

　

同
法
人
は
、
令
和
２
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
夏
・
冬
休
み
の
食
料
支
援
事
業
及
び
体
験
型

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
事
業
」
を
実
施
し

た
。

　

同
事
業
は
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
を
拡
大
す
る
た

め
、
学
校
の
給
食
が
な
く
な
る
長
期
休
暇
中
に
お
け

る
食
料
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
社
会
課
題
解

決
の
担
い
手
を
育
成
す
る
教
材
の
作
成
を
目
的
に
、

①
夏
休
み
（
冬
休
み
）
お
腹
い
っ
ぱ
い
大
作
戦
、
②

実
践
に
も
と
づ
く
体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
を
実
施
し
た
。

　

助
成
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
理
事
長

の
原
田
昌
樹
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
当
法
人
は
『
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
の
た
め
に
、

満
た
さ
れ
た
食
事
が
で
き
な
い
、
十
分
な
教
育
を
受

け
ら
れ
な
い
、
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
子
ど
も
を

北
九
州
市
か
ら
ゼ
ロ
に
す
る
』
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
月
の
食
料
支
援
を

行
う
子
育
て
世
帯
は
約
50
世
帯
に
と
ど
ま
り
、
市
内

に
お
け
る
相
対
的
貧
困
世
帯
は
2
万
世
帯
、
母
子
世

帯
だ
け
で
も
７
０
０
０
世
帯
は
あ
る
と
推
計
さ
れ
る

な
か
で
、
よ
り
多
く
の
要
支
援
者
へ
支
援
を
拡
大
す

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
北
九
州
ラ
イ
フ
ア
ゲ
イ
ン
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　コロナ禍においても柔軟に計画変更を
行うことで、常に支援し続ける姿勢を貫
いていました。また、食料支援をいつで
も受け取れるよう、チェーン展開するド
ラッグストアやお寺での受取りを可能に
するなど、支援対象者のニーズを汲んで
取組まれている様子が伺えます。
　団体の持つ強い信念に行政や企業、地
域住民が共鳴し、大きな成果へ繋がった
と考えられます。今後も地域連携を強化
し、団体の目標とする包括的支援に向け
更なる支援の輪が広がることを期待しま
す。
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る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で

は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
た
情
報
提

供
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
学
校
の
給
食
が
な
く
な
る

長
期
休
暇
に
お
け
る
食
料
支
援
の
実
施
を
通
じ
て
包

括
的
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
貧
困
を
生
ま
な
い
社
会
を
創
造
す
る
た
め
に

必
要
な
人
材
育
成
の
教
材
と
し
て
『
体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
作
成
す
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
」。

　

当
初
、「
お
腹
い
っ
ぱ
い
大
作
戦
」
で
は
、
学
校

の
長
期
休
暇
に
お
け
る
食
料
支
援
を
計
画
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
学
校

が
休
校
と
な
っ
た
こ
と
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
状
況

が
悪
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
北
九
州
市
の
申
し
入
れ

も
あ
り
、
令
和
2
年
5
月
か
ら
食
料
支
援
を
必
要
と

す
る
人
に
食
料
配
布
を
行
う
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を

あ
わ
せ
て
実
施
し
た
。
対
象
地
域
も
市
内
2
区
の
予

定
か
ら
市
内
全
域
（
7
区
）
に
拡
大
し
た
。

　

食
料
支
援
の
情
報
提
供
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
で

は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

登
録
に
関
す
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
記
載

し
た
案
内
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
北
九

州
市
全
７
区
の

「
子
ど
も
・
家
庭

相
談
コ
ー
ナ
ー
」

や
「
い
の
ち
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」、
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
窓
口

に
案
内
チ
ラ
シ
を

置
き
、
職
員
か
ら

活
動
の
説
明
を
し

て
も
ら
う
こ
と

で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
の
グ
ル

ー
プ
登
録
者
数
は

４
６
３
人
に
の
ぼ

っ
た
と
い
う
。

企
業
と
連
携
し
た

食
料
提
供
の
体
制
つ
く
る

　

長
期
休
暇
に
お
け
る
食
料
支
援
の
流
れ
に
つ
い

て
、
事
務
局
長
の
陶
山
惠
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　
「
登
録
者
に
対
し
て
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
食
料
支
援
の

情
報
提
供
を
行
い
、
希
望
者
に
は
約
10
㎏
を
目
安
に

箱
詰
め
し
た
食
料
を
『
応
援
食
品
』
と
し
て
受
け
取

り
拠
点
で
提
供
し
ま
し
た
。
夏
休
み
期
間
の
受
け
取
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フードパントリーを含め、延べ1736 世帯に対し
て食料支援を行った

事務所内の倉庫で「お腹いっぱい大
作戦」で提供する食料の箱詰め作業
を行うスタッフ

認定NPO法人
フードバンク北九州ライフアゲイン
夏・冬休みの食料支援事業及び体験型SDGs 教育プログラム作成事業

令和2年度事業

助成額
639万1千円

【事業概要】
　食料支援を必要とする子育て世帯に対し、LINE 公式アカウントを活用し
たフードバンク活動の周知や情報提供の仕組みをつくり、学校の長期休暇に
おける食料支援を実施するとともに、社会課題を解決する担い手の育成を目
的とした体験型SDGs 教育プログラムを作成する事業

【実施内容】
◆�夏休み（冬休み）お腹いっぱ
い大作戦
より多くの要支援世帯に支援
を届けるため、LINE公式アカ
ウントを活用した情報提供を
行い、学校の長期休暇におけ
る食料支援を実施

◆実践にもとづく体験型SDGs
教育プログラムの作成
社会課題を解決する担い手を
育成することを目的に、SDGs
の理念を広めるとともに、実
践事例をまとめた体験型
SDGs 教育プログラムを作成

事業概要

【成果】
◆食料支援では、北九州市各区の職員（子ども・家庭相談コ
ーナー）の協力により、相談に訪れた子育て世帯にQRコ
ードを記載した案内チラシの配布や活動を紹介してもらう
ことで LINE アカウントのグループ登録者は463人に達し
た。これまでつながっていなかった食料支援を必要とする
子育て世帯にフードバンクの情報提供が可能となった
　　さらに、新型コロナ感染拡大の影響が広がるなか、北九
州市の要請により、令和2年 5月からフードパントリーを
計 10回開催した。学校の長期休暇中を含め、延べ 1736
世帯に食料支援を行った

◆体験型SDGs教育プログラムの作成では、SDGsの概論や実
践事例、課題解決の活動を体験するプログラムを構築。これ
らをまとめた冊子「参加から学ぶSDGs」を作成し、学校や
企業などに配布した。教育プログラムを教材とした講演会を
はじめ、スタディツアー（2回）や企業や他団体による自主
的フードドライブが実施された

▼
　事業の波及効果として、令和3年度は北九州市の児童扶養手
当受給者（約1万世帯）への郵送物に案内チラシを同封しても
らうことで、LINE登録者は1800人にまで拡大しており、行
政との連携が進んでいる

WAM助成
e -ライブラリー
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り
拠
点
は
、
市
内
で
70
店
舗
を
展
開
す
る
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
7
店
舗
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
登
録
者
の
い
ち
ば
ん
近
く
に
あ
る
店
舗
を
指
定

し
、
一
週
間
ほ
ど
の
期
間
を
設
け
て
営
業
時
間
で
あ

れ
ば
い
つ
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
冬
休
み
期
間
は
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
は
繁
忙
期
に
な
る
た
め
、
す
べ
て
宅
配
業
者
に
依

頼
し
て
い
ま
す
。
食
料
提
供
時
は
、
本
人
確
認
な
ど

の
照
合
や
食
料
の
受
領
ま
で
、
す
べ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

通
じ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」。

　

令
和
2
年
5
月
か
ら
計
10
回
開
催
し
た
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
は
、
運
営
す
る
子
ど
も
食
堂
の
ほ
か
、
小

学
校
や
寺
社
な
ど
に
受
け
取
り
拠
点
と
し
て
協
力
し

て
も
ら
っ
た
。

　

大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
大
量
の
冷
凍
食
品

が
寄
贈
さ
れ
た
際
に
は
、
連
携
す
る
企
業
が
所
有
す

る
冷
凍
倉
庫
に
直
送
し
て
も
ら
い
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル

ー
形
式
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
実
施
し
た
ほ
か
、

食
料
以
外
に
も
生
活
必
需
品
な
ど
を
提
供
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
食
料
の
配
布
時
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
に
は
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
て
必
要
に
応
じ

て
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
貧
困
の
連
鎖
を
断

ち
切
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

延
べ
１
７
３
６
世
帯
に

食
料
支
援
を
実
施

　

助
成
期
間
中
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
含
め
、
延

べ
１
７
３
６
世
帯
に
対
し
て
食
料
支
援
を
行
っ
た
。

食
料
支
援
に
対
す
る
高
い
ニ
ー
ズ
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
登
録
者
数
は
目
標
数
の
約
1
・
5
倍
、
支

援
件
数
は
約
2
・
5
倍
と
な
り
、
年
間
の
食
料
提
供

量
は
令
和
元
年
度
の
40
ト
ン
か
ら
令
和
2
年
度
は

90
・
5
ト
ン
に
増
加
し
た
。

　
「
登
録
者
や
対
象
地
域
の
拡
大
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
の
実
施
に
よ
り
、
当
初
の
計
画
以
上
の
食
料
調

達
が
必
要
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
学
校

の
給
食
が
な
く
な
り
、
飲
食
店
が
休
業
す
る
な
ど
、

消
費
で
き
な
い
多
く
の
食
品
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

寄
贈
件
数
も
大
幅
に
増
え
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
食
料
を
貯
蔵
す
る
倉
庫
の

ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う

な
状
況
を
知
っ
た
企
業
か
ら
倉
庫
を
無
償
で
貸
与
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
助
成
事
業
を
通

じ
て
行
政
や
関
係
団
体
、
企
業
と
の
連
携
が
深
ま
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」（
原
田
理
事
長
）。

体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成

　

社
会
課
題
解
決
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
作
成
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
論
を
は
じ
め
、
法
人

内
外
の
実
践
事
例
や
参
加
者
の
声
な
ど
を
ま
と
め
た

冊
子
『
参
加
か
ら
学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
』
を
作
成
し
た
。

　
「
作
成
し
た
冊
子
は
、
体
験
か
ら
学
ぶ
と
い
う
視

点
に
こ
だ
わ
り
、
当
法
人
が
実
践
す
る
社
会
課
題
の

解
決
に
向
け
た
活
動
や
提
供
で
き
る
体
験
活
動
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
と
し

　　

　WAM 助成は初めての活用
でしたが、新型コロナの影響
により当初計画の変更を余儀
なくされるなか、WAM の担
当者には柔軟に対応していた
だけたことは非常に助かりま
した。WAM 助成をきちんと
実施できたことで、事務局を

はじめとする組織体制が大きく成長して自信がつくこ
とにつながっています。
　今後の展望としては、さらにアウトリーチ支援に力
を入れていくため、保健師と協働しながら研修を受け
たボランティアスタッフが乳幼児期の家庭に訪問す
る「ホームスタート」という事業を立ち上げる予定で、
ボランティアとコーディネートの研修を開始していま
す。
　北九州市にも事業の立ち上げを報告しており、実績
をつくることでいずれは行政の事業化を目指していき
たいと考えています。

認定 NPO 法人フードバンク北九州ライフアゲイン
理事長　原田  昌樹氏

「ホームスタート」事業立ち上げのため
研修を開始

〒 805−0019
福岡県北九州市八幡東区中央 2−14−17
T E L： 093−672−5347
F A X： 093−671−2395
U R L： https://fbkitaq.net
設　立：平成 25 年 3 月
理事長：原田　昌樹

◆団体概要
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フードパントリーの受け取り場所
は、子ども食堂や寺社などに協力し
てもらい、年間 10 回開催した。冷
凍食品を提供する際にはドライブス
ルー形式で行った
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チャレンジ

て
食
品
ロ
ス
が
ど

の
よ
う
に
活
か
さ

れ
て
い
る
の
か
、

実
際
の
支
援
現
場

を
み
て
フ
ー
ド
バ

ン
ク
で
提
供
す
る

食
料
の
仕
分
け
作

業
を
体
験
し
て
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
つ
く
り
ま

し
た
。
冊
子
は
企

業
や
学
校
な
ど
に

配
布
し
、
こ
の
冊

子
を
教
材
と
し
た

講
演
会
（
30
人
参

加
）
の
開
催
や
、

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

と
し
て
食
料
支
援

の
仕
分
け
作
業
に

2
校
の
高
校
が
参

加
し
た
ほ
か
、
企
業
や
他
団
体
に
よ
る
自
主
的
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
（
計
20
回
、
１
２
０
人
参
加
）
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
」（
原
田
理
事
長
）。

　

企
業
や
学
校
か
ら
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
視
点
か
ら
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
講
演
や
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
依
頼

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら
に
広
報
活

動
や
担
い
手
の
発
掘
、
資
金
調
達
な
ど
の
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

グ
ル
ー
プ
登
録
者
は
１
８
０
０
人
に

　

助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
目

標
を
大
幅
に
上
回
る
食
料
支
援
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
行
政
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
係
機
関
、
企
業
と

の
連
携
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
き
た
。

　

令
和
3
年
度
は
、
北
九
州
市
が
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
1
万
世
帯
に
送
付
す
る
郵
送
物
の
な
か
に
案
内

チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
登
録
者
は
約
１
８
０
０
人
に
ま
で
拡
大
し
て

い
る
と
い
う
。

　
「
登
録
者
の
増
加
に

と
も
な
い
、現
在
は
食

料
倉
庫
を
4
カ
所
に

ま
で
拡
大
し
て
お
り
、

食
品
管
理
や
包
括
的

支
援
を
行
う
ス
タ
ッ

フ
の
育
成
研
修
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の

情
報
発
信
を
行
う
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
と

は
別
に
、双
方
向
で
や

り
取
り
が
で
き
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を

新
た
に
つ
く
り
、
見

守
り
が
必
要
な
要
支

援
者
の
声
を
ス
タ
ッ

フ
が
共
有
し
な
が
ら
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
あ
っ
た
際

に
は
速
や
か
に
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
の
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、

1
団
体
で
で
き
る
こ

と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
既
存
の
地
域

の
な
か
で
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
原
田
理
事
長
）。

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通） �お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています
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体験型 SDGs 教育プログラムのスタディツアー
として食料の箱詰め作業に参加した高校生

認定NPO法人フードバンク
北九州ライフアゲイン

事務局長

陶山  惠子氏

令和4年度     WAM助成シンポジウム　開催のごあんない

テーマ

日時

対象者

実施方法

プログラム

≫地域共生社会の実現に向けた多様な主体による取組
　− NPO、行政、地域住民、企業による連携の形−

≫令和 4 年 9 月 30 日（金）13 時〜 16 時 30 分

≫ 地域共生社会に関心のある方、NPO の活動に興味がある方、SDGs など持続可能な社会
づくりに関心がある方等

≫動画（LIVE）配信

≫プログラム①：【基調講演】「地域共生社会の実現に向けた取組の最新動向」
　　　　　　　　（約 20 分〜 30 分）

　　　　　　　　厚生労働省地域共生社会推進室長　米田隆史氏
≫プログラム②：【パネルディスカッション】（各団体約 30 分）
　　　　　　　　ファシリテーター　筒井のり子氏
　　　　　　　　登壇団体
　　　　　　　　1. 特定非営利活動法人フードバンク岩手（岩手県盛岡市）
　　　　　　　　2. 特定非営利活動法人ダイバーシティ工房（千葉県市川市）
　　　　　　　　3. 特定非営利活動法人アール・ド・ヴィーヴル（神奈川県小田原市）
　　　　　　　　　×サンネット株式会社（本社：神奈川県小田原市、

アール・ド・ヴィーヴル連携企業）
≫プログラム③：質疑応答、まとめ（約 30 分）
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